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刊行にあたつて

本報告書は平成10年度上水道の貯水槽建設に伴う埋蔵文化財の事前発掘調査の報告書で

ある。

安源寺城跡はその名のごとく、中世の山城である。戦国時代に活躍した有力な北信地方

の武士、高梨氏によって残されたものと言い伝えられている。

今回、やむ得えず、その一部を記録保存することになった。当初は山城遺構のみと考え

られていたが、調査の結果、山城の遺構のみならず、弥生時代終末から古墳時代初頭の墳

墓が発見された。弥生時代終末から古墳時代初頭の墳墓はこの地域の古墳時代の始まり方

を考え
｀
るうえで重要な発見であった。

このような大 きな成果を得ることができたのは、ひとえに関係諸機関や市民の皆様の埋

蔵文化財に対するご理解 とご協力の賜物であります。事前調査の実施とその成果を報告書

として刊行できましたことにつきまして、関係各位に心より感謝申し上げて、刊行の言葉

にいたします。

平成 11年 3月

中野市教育委員会

教育長 小 林 冶 己



例  言

1 本報告書は平成10年度高丘地区上水道貯水槽の建設に先立ち実施 した埋蔵文化財の発

掘調査報告である。

2 調査は中野市教育委員会が実施 した。

3 発掘調査は市学芸員徳竹雅之の統括のもと、調査員関武が中心 となって進めた。

4 報告書は第 1～ 5章を調査員関武、第 6章を市学芸員中島庄一が執筆 した。
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第 1章 地形 と位置

第 1節 地形 と位置

今回、調査を実施した安源寺城跡遺跡は長野県中野市大字安源寺地籍に所在している。

中野市は長野盆地の最北端に位置 し、長野盆地の北に位置する飯山盆地 と隣接する。

長野盆地はいうまで もな く中部高地最大の盆地であり、南北に長い紡錘形を呈 し、ほぼ

第 1図 遺跡の位置 (1)

匡璽ヨ山 地  E互ヨ鬼薔辱渫
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第 2図 遺跡の位置 (2)

4栗林遺跡  5七瀬遺跡
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第 3図 遺跡の範囲と調査区
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中央 を千曲川 (信濃川)がlL流する。盆地の東西を画する山地は西部山地、河東山地 と呼

ばれ、新潟・群 `馬
県 との県境 となっている。盆地低部には自然堤防と東西の山地から流入

する河り||が形成 した扇状地が発達する。中野市の大半は長野盆地の最 も北に位置する扇状

地 (中 野扇状地)上に位置 している。

中野市の地形は大 きく山地、扇状地、盆地低部、丘陵部に区分 される。東の河東山地か

ら流れ込む夜間瀬り||が形成 した扇状地地形が市域の大半を占め、扇状地の先端は西部山地

の裾部に形成された高丘・長丘丘陵に接 している。

安源寺城跡遺跡は高丘・長丘丘陵上に位置 している。この丘陵は盆地北西縁部を形成 し、

千曲川 を扶んで、西側の豊野、赤塩、奥手山丘陵へ と続 く。高丘 0長丘丘陵は西部山地裾

部の丘陵である豊野、赤塩、奥手山丘陵と千曲川によって分断され、盆地低部に向かって

伸びる半島状 を呈 している。

この盆地低部に半島のように突 き出す高丘・長丘丘陵の先端部は標高350m前後の緩やか

な丘陵であるが、先端から約 2。 9km程奥に入った地点で、尾根 を横断する急峻な崖をつ くっ

て一段高 くなる。安源寺城跡はこの一段高 くなる丘陵部分の山項部に位置する。山項部は

丘陵の方向に直交する (北西から南東)よ うに、一段高 く、北東棋lに は小さな谷が形成さ

れている。

第 2節 周辺遺跡

周辺には旧石器時代のがまん淵遺跡、沢田鍋土遺跡、立 ヶ花表遺跡、浜津 ヶ池遺跡、弥

生時代か ら古墳時代の安源寺遺跡、栗林遺跡、七瀬遺跡、中世遺跡 として安源寺館跡、安

源寺跡、茶臼峰砦遺跡などがある。

第 3節 安源寺城跡遺跡

安源寺城跡遺跡はその名称が示すとおり、中世の山城 として周知されてきた。安源寺城

については次のように言われている。連郭式の平山城であり、本郭は 80× 60mの 長方

形 を呈 し、左右 (南北)に高さ 2m、 基底幅 6～ 8mの土塁がある。空堀を扶んで東棋1に

120× 60mの 二の郭があり、その先の東棋1が大手とみられている。二の郭は本郭の北側にあ

り、90× 40mの大 きさをもつ。先端に土塁、掘切がある。城から約500mの ところに安源寺

館跡がある6
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天文22年 (1553)に始 まった甲越合戦のお りに、当時中野を所領 としていた高梨 (政頼 )

氏に対 して、弘治元年 (1555)前後、高梨氏の館の背後を領有する小鳴、夜交氏が反旗を

翻 し、武田氏に従った。高梨氏は領地を失い飯山城に退却 したとされている。

その後、永禄 3年 (1560)の 川中島八幡原の合戦を契機 に上杉勢は武田勢におされ、越

後に退却 し、上杉方の高梨氏 も失地の回復がかなわぬまま越後 に移った6

武田氏の滅亡、織田信長の死により、信濃四郡はふたたび上杉氏の領有するところとな

った。高梨正頼はすでに越後で客死 してお り、正頼の子、頼親が30年ぶ りに旧領地へ帰郷

した。 しか し、高梨氏の本来の館である中野館には、甲越合戦以来小鳴氏が反高梨氏の恩

賞 として在城 していた。

そのため、高梨氏はす ぐに中野館に入城できず、急遠安源寺館 と安源寺城が造 られるこ

とになったといわれる。その後、天正18年 (1590),小鳴氏 より中野館を譲 り受けている。

100m

第 4図 安源寺館跡
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第 5図 調査区地形
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第 6図 調査区 トレンチ配置
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安源寺館 と安源寺城は旧領地に帰郷 した高梨頼親が中野館に入城できるまでとどまって

いたとされる。

第 4節 調査区について

1 位置

安源寺城跡三の郭の先端部分にあたる。先述 したように半島状にほぼ南北に伸びた高丘・

長丘丘陵を東西に横断する小高い丘陵項部の東端部にあたる。

2 調査以前の状況

調査区は西から東に緩 く傾斜 している。その比高差は約90cmを 測る。軽斜面の西と北側

をのぞいた縁には土塁状の遺構が認められる。土塁状遺構の外側にはややさがって、一段

テラス状になった平坦面がある。テラス状の平坦面の中央はやや窪んでいた。テラス状の

平坦面は東斜面から南斜面にかけて、丘陵の周囲を囲むように延びている。テラス状の平

坦面の下位は急峻な崖 となっている。

地主の話では戦後 しばらくは雑木林であった。その後、牧草地として利用するため、重

機によって抜根を行ったいう。調査時は荒地となっていた。

トレンチによる試掘調査や地表の観察から、隣接する墓地の建設に伴う土砂がおかれて

いたと考えられた。また、広い面積が削平されている可能性が考えられた。

3 調査

残土置き場の都合から、調査区を三分割 し、前年度の試掘 トレンチの土層堆積状況を参

考に重機による表土剥ぎをおこなった。また、遺構の有無や旧地形を観察するため、南北

に設けられていた試掘 トレンチを延長するともに、直交する東西にもトレンチを設定し、

手掘 りで調査 した。また、グリッドは4× 4mで設定した。

削平は想像以上に広い面積にわたり、試掘 トレンチを多く設定し、その土層観察しなが

ら、平面調査による遺構検出を行った。

4 土層

(1)基本層序

調査区周辺の基本層序は下記のようになると思われる。

Ia層 :暗茶褐色土 (雑草類の腐植土)

Ib層 :暗褐色土 (雑木類の腐食土)

Ha層 :黄茶褐色土
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1号セクション

m 7号セクンヨ

L褐色砂礫

II b層 :暗黄茶褐色土 (黄茶褐色土 と黒

褐色土が斑状にまじる)

Ⅲ a層 :黒色土

Ⅲ b層 :黒褐色土 (Ⅳ a層が土壌化 して

変色 したものと思われる)

Ⅳ a層 :黄自褐色土 (赤茶褐色のスコリ

ア粒子を含む)

Ⅳ b層 :黄褐色土

V 層 :黄色砂礫層

(2)調 査区の土層

調査区においては上記の基本層序を基

本 としながら、いくつかの層が付加され

る。以下その状況について見ておきたい。

Ia層 :主に蔓などの雑草類を主体 とし

た腐植土 と旧耕作土が混 じった

層で、おそらく荒地になってか

ら堆積 したものと思われる。

Ib層 :主に雑木類の葉を主体 とした腐

植土、雑木林が存在 したときに

たいせ きしたものと思われる。

IC層 :中世安源寺城の切 りとお しと思

われる斜面、地すべ りによって

生 じた斜面に堆積 している。H

a層の二次堆積 と思われる。

Ha層 :攪舌Lさ れていない部分にのみ分

布する。近世の遺構には本層が

覆土になっていると思われるも

のがある。

l号 トレンチA6～ A7グ リ

ッドではHa層が欠落する。 し

か し、Ⅲ a層 を覆土 とした遺構

Ia

lb

Ia 暗茶色土

Ib 暗褐色土

IC 明褐色土

Ⅱa 黄茶褐色土

Ⅱb 暗黄茶褐色土(黄茶褐色土

と黒褐色土が斑状に混る)

Ⅲa 黒色土

Ⅲb 黒褐色土

ⅡI C 黒褐色土(しまりのない層)

Ⅲe 黒褐色土に黄白褐色土が混

じる(し まりのない層)

Ⅳa 黄白褐色土(赤茶褐色のス

コリア粒子を含む)

Ⅳb 黄褐色土(小礫を含み、しまり

がない)

IV C 黄褐色土に黒褐色土が斑状

に混じる(し まりがない)

V  黄色砂礫土

Ⅵ  黄褐色土と黄色砂礫の混り、

黒褐色土が所 斑々に混る

調査区土層

4号セクション

6号セクシヨン

第1号土塁

8号セクション

9号セクション

第 8図
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+ 
第1号墳  +

+7+

□ 黄白褐色土

□ 雌

圧コ地すべりによる攪乱

Hb層 :

Ⅲ a層 :

IⅡ b層 :

Ⅲ C層 :

Ⅲ d層 :

Ⅲ e層 :

Ⅳ a層 :

第9図 遺構配置図

がV層 まで掘 り込まれ、その上位にHb層が堆積 している。Ha層堆積以前には

Ⅲ a層 が堆積 していたと考えてよいであろう。

これらのことから、旧地表面は削平されたものと考えられる。そして、 Ha層

は旧地表面が削平されたあと堆積 したものと思われる。

また、平安時代の遺構の覆土はⅢ a層であった。す くな くとも平安時代 までは

Ⅲ a層 が供給される状況下にあったと思われる。

Ha層 とⅢ a層の境界を分層 したもので、茶褐色土 と黒色土が斑点状になって層

を構成 している。混入の割合は場所によって多少ことなり、形や大 きさにも差が

ある。

旧地形の削平に関連があると思われるが、それ以上のことは不明である。

黒色土で、主に弥生時代後期から古墳時代初期にかけての遺物を包合する。Ⅲ a

層を覆土 とする遺構の分布から調査区全体に分布 していたものと思われる。

Ⅳ a層が土壌化、あるいは上層のⅢ a層 によって変色 したもの。

締 まりのない黒褐色土で再堆積層 と考えられる。

黒褐色砂礫層

締 まりのない土層で、黒褐色土に黄自色土が混ざる。

湖成層が隆起 し、土壌化 したものと考えられる。旧石器遺物を含む。
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Ⅳ b層 :締 まりのない黄褐色土層で小礫を含む。

Ⅳ C層 :締 まりがない土層で黄白褐色土に黒褐色土が斑点状に混ざる。

V 層 :黄色砂礫層で、本調査区の基盤 となる。

5 地すべ りについて

調査区一帯は地すべ り発生地帯として良 く知られている。今回の調査区にも地すべ りの

痕跡が残されていた。

トレンチ等で土層の堆積状況を観察 していくと締まりがあつてきれいに堆積 した層がい

きなり締まりのない乱れた土層に変化する。地すべ りの影響を受けたためと思われ、Ⅲ C、

Ⅲ e層、Ⅳ C層、Ⅵ C層がそれに該当する。

調査区では尾根の先端にむかって東北から南西方向に礫層が帯状に分布する。この層を

境界として、先端部側の土層は混入物の多い締まりのない土層となっており、地すべ りの

影響をうけているものと思われる。

第 2章 弥生時代の遺構

第 1節 第 1号前方後方墳丘墓

中世遺構を検出している際に土抗墓と思われる遺構が検出された。1基からは管玉、勾玉

が検出され、土塁状遺構断ち割 りの際にも土塁の下位に土抗が確認され、土器片と鉄製品

が出土 した。、中世面以下に古墳の存在が想定された。そこで、上層の調査終了後に検出面

をやや下げ、遺構の検出作業をおこなった。

後世の攪乱が遺構検出面にまで及んでいるところもあり、当初は微量の土器片が検出さ

れるのみだったが ,土塁状遺構の周辺から周溝の一部が検出され、検出面を精査 したとこ

ろ、前方後方墳丘墓であることが確認された。

また、第 1号前方後方墳丘墓の東北側に、周溝が一部切 りあつた状況で第 2号前方後方

墳丘墓が検出されている。

1 位置

C8、 C9、 D7～ D12、 E7～ E12、 F7～ Fll、 G10～ Gllグ リッドに

位置する。丘陵先端部のほぼ中央。

-11-



2 方向

主車由は東南一西北方向で、丘陵の軸に直交する。

3 遺存状況

後方部の東南側の周溝が地すべ りによって失われている。残存 している部分 も上面が攪

乱 されている。周溝で囲まれたほぼ中央から主体部 と思われる土抗が発見され、その上位

には墳丘の一部が残存 していた。

4 平面形態

西北にブ リッジをもつ方形 (約 16× 16m)でぁる。周溝はプ リッジの付近で、外側 に幅

を広げ、台形状 となっている。現存全長約13m、 幅約 16。 2m。 周溝幅2。 08～ 1。 4m、 深 さ1。

32m～ 12cm。

5 遺物の出土状況

墳丘部では主体部 と思われる土抗の上層に円形状の土抗が検出され、壺半個体分 (第 33

図46)が出土 した。

出土遺物の大半は両側の周溝から検出され、主体部の両側、周溝の中央部分に集中して

いる。

6 第 2号前方後方墳丘墓 と新旧関係について

1号前方後方墳丘墓 と第 2号墳丘墓の周溝がほぼ平行 して重複することは検出時から明

らかであったが、その新旧関係については平面的には把握できなかった。そこで、断面観

察から新旧関係 について検討 した。

第 2節 第 1号前方後方墳墳丘上に認め られた土抗 (主体部 )

墳丘上では四基の土抗が検出されているが、第1号前方後方墳に関連すると考えられる

土抗は第 1号土抗 と第 2土抗である。

1 第 1号土抗

320× 180cm、 深さ約 30～ 4 0cmの長楕円形を呈し、後方部のほぼ中央、E9グ リッドで検

出された。小型鉄剣状鉄製品や弥生時代後半の土器片が出土 した。

土塁状遺構の下面から検出され、土抗の南西部分は土塁構築の際に攪乱されたものと思

われる。

2 第 2号土抗

第 1号土抗の南西側、E9グ リッドに位置する。径約76cmの 円形を呈し、深さ40cmの 断

-12-
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第12図 第 1号土坑、第 2号土坑

面招鉢状 を呈 した土抗である。検出面で壺半個体分が集中して発見 された。

第 3節 第 2号前 方後 方墳 丘 墓

1調査経過

中世遺構検出時から比較的多 くの土器片が検出されていた。土塁状遺構部分以外は後世

の攪乱をうけていたが、黒色土 (Ⅲ a層 )が厚 く堆積 した部分であったためか、かろうじ

て残存 している状況であった。上層の調査終了後精査を行ったがt周溝の遺存状況は良 く

なく、一部の周溝が残存 していたに過ぎない。

琳
石
鉗

陶

囲

ロ

_ pc

醐
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2位置

b4～ D8、 E4～ E8グ リッドに位置し、第 1号前方後方墳と重複する。

3方向

主軸は東北一西南である。

4遺存状況

東南部半分は地すべ りによって失われている。周溝 も黒色土 (III a層 )中 に掘 り込まれ、

さらに後世の攪乱が加わっていたため、検出面を下げざる得ず、周溝の底の部分が検出さ

れたにとどまる。

後方部では正方形をした浅い落ち込みを確認した。この浅い落ち込みの上面には焼土が

確認されている。

5平面形態

半分以上が失われているため、その全形は推測にとどまるが、前方部は台形、後方部は

方形を呈するものと思われる。現存する全長約12.9m、 幅約6mである。

6遺物の出土状況

主に周溝上面に認められたが、イヽ破片のものがほとんどであった。大半は検出時に出土

した。墳丘上では遺物の検出数は少なかったが,大 きな破片が認められた。E7グ リッドでは

ほぼ完形の台付甕が出土 している。

第 4節 第 2号前方後方墳墳丘面上の落ち込み状遺構

地すべ りを免れた後方部内に不定形な浅い落ち込み状の遺構が検出された。その上面、

墳丘の中心部ちかくで焼土を確認した。検出状況からみて第 2号前方後方墳丘墓に伴うも

のと考えられる。D6、 E5、 E6グ リッドに位置していて、後方部と方向や形状が一致

する。4。 8× 2。 2m、 深さ約10cm、 焼土検出面から床面までは約20cmを 測る。

遺物は焼土検出面より上面で検出された。焼土は二つのプロックに分かれ80× 60cmの 不

整形を呈 している。断面を観察すると下部でかろうじてつながっている。

この落ち込み状遺構は主体部との関連、焼土は埋葬時の祭祀の痕跡とも考えられるが明

確な証拠はない。いずれにしろ、第 2号前方後方墳との関連性が考えられよう。
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第 5節  その他 の遺 構

1 第 1号溝

長さ9。 8m、 幅1～ 1。 6m、 深さ約6cm。 わずかに底面を残す程度である。平面形は弧状であ

り、皿状の断面を呈 している。覆土は黒褐色±。遺物の出土はなかった。形状規模から見

て、前方後方墳丘墓の一部ではないかと思われる。

2 第 3号土抗

平面形は隅丸長方形、断面タライ状を呈 し、96× 64cm、 深さ24cmを 測る。主軸の方向は

東北一西南の方向にある。覆土は三層に分層できた。

3 第 1号土抗墓

調査区の北端、A、 B2グ リッドに検出された。南東棋jに第 1号溝がある。約86× 62セ

ンチメー トルの隅丸長方形を呈し、深さ約16cmを 測る。

勾玉一点、管玉二点が出土している。管玉は接合できなかったが、同一個体 と思われる。

第 3章 平安時代の遺構

第 1節 埋 甕 状 遺 構

C9グ リッドから検出された。 1号前方後方墳の周溝覆土を掘 り込み、地山の黄色砂礫

層にまで達 していた。完形の甕形土器が逆位に埋められ、内部に欠損した杯形土器が一点

検出された。落ち込みの覆土は黒色土に黄自褐色土が混入しており、埋め戻されたものと

思われる。

第 4章 その他の遺構

第 1節 土抗

1 第 4号土抗

第1号前方後方墳内のD、 E9～ 10グ リッド内で検出された11。 6× 0。 9mの 隅丸長方形を

-17-
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第13図 第 2号前方後方墳丘墓

呈 し、断面 4 cmの皿状を呈する。土抗底面の北西側から楕円形の礫が検出されている。 1

号土抗 と主軸の方向が一致することなどから1号前方後方墳に関係する可能性 もある。

2 第 5号土抗

第 1号前方後方の中心からやや北よりに位置し、97× 74cmの楕円形を呈 し、深さ約60cm

の招鉢状の断面形態を呈する。覆土から見ると中世以前の遺構 と考えられる。

3 第 6号土抗

2。 34× 0.6mの 長楕円形を呈 し、断面深さ約30cmの橋鉢状を呈する。軸は北東一南であ

る。

匡∃地すべりによる礫層の露出

匠コ地すべりによる攪乱

■■焼土
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第14図 第 2号古墳 遺物出土状況

第 2節 溝

1 第 2号溝

D、 E-9、 10グ リッドにある。第 1号土抗の北西側にあり、第 1号土抗 と平行する。長さ

約4m、 幅66cmで、断面はタライ状を呈している。土器片が三点検出されているが遺構に伴

うものかどうか明らかではない。

第 5章 中世土塁状遺構

第 1節 調査経緯

土塁と思われる遺構は調査区の南南東狽1縁部から西西南方向に延び、途中から西西北に

方向を変え、調査区の境で北西に伸び、調査区を囲んでいる。

土塁の内側から調査を開始 した。調査区の項でもふれたように、一帯は後世に削平 され
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spA                    SpB

1黒色砂質土   黄色礫 (0。 1～ 1.Ocm)混 る

2黒色土     丸礫 (7～ 8 cm)含む
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第 4号土坑

埋甕状遺構

O SpB

1黒色土にうすく黄白褐色土が斑点状に混る

2黒褐色砂質土 白味がありしまりがない

1黒褐色土 茶褐色土が斑点状に

混 り黄色粒子も混る

2茶褐色土 黄色粒子が多く混る

3茶褐色土 黄色粒子を含まない

黒褐色砂質±  l cm前 後の礫を含む

第 6号土坑
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ていた。その面には第18図 に示 したように人骨や馬の ものと思われる獣骨が散舌Lし ていた。

これ らの人骨や獣骨は近世の土抗墓等を壊 して削平が行われたことを示すと考えられる。

したがって、削平は近世以降に行われたと考えられる。

土塁は表土を剥 ぎ、 トレンチによる断ち割 りを行った。その結果、新旧二つの土塁状の

遺構が重複 していることが明らかになった。新 しいものを第 1号土塁、古いものを第2号土

塁 と呼ぶ。

第 2節 第 1号土塁

結論から述べれば第1号土塁は近世以降のものである。おそらく,開墾の際に重機等で

押 して盛ったものであろう。

土塁を構成 している盛 り土は大小のブロックと締 まりのない攪舌L土からなる。なかには

重機などでなければ盛れないと思われるプロックも含 まれている (第 17図 )。

また、含 まれる密度は場所ごとに異なるが盛 り土の中には骨片が含 まれている。これら

の骨片は近世遺構 を壊 して結果 と考えられ、盛 り土が行われたのが近世以降であることを

意味 している。

さらに、第 1号土塁は地すべ りによってできた切 り立った崖の縁辺部に造 られている。

地すべ りが観察できない地点では第 2号土塁を覆 うように盛 り土されている。

以上のように第 1号土塁は近世以降のもであると考えられる。また、地 もとの人の話で

は昭和30年代に重機による開墾を行ったという。

第 3節 第 2号土塁

1 位置

E8～ 10、 D10・ 11、 Cll・ 12、 B12・ 13、 A13014グ リッドに位置する。

2方位

西西南方向へ延び、途中から西西北方向に曲がり、調査区の境あたりで墓地の造成によ

って切れられるが、さらに北西よりに向きを変えて延びているものと思われる。

3 遺存状況

第 2号土塁はE7グ リッドを境に東東北は地すべ りのために確認できなかった。遺構が

地すべ りで切 られているのか、地すべ りの地形を利用 し、そこでとめたのか新旧関係は確
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Eコ 骨片分布多い  歴ヨ 骨片分布散発的

匡□ 骨片分布なし  巨∃ 骨片分布

第18図 近世遺構

認できなかった。

4 土塁断面の観察

8号セクションは幅1.74m、 高さ64cmを 計測する。盛 り土されたものであることが明確で

あった。第 9号セクションは幅 2。 16m、 高さ32cmを 計浪1す る。盛 り土されたものかどう

か不明確であったが、Ha層 が堅 くしまっていることから土盛 りされたと考えた。第 10号

セクションは幅2.04m、 高さ40cmを 計測する。土盛 りされたものであるが、第8号セクショ

ンなどと異な り、砂質性が高 く、礫を多 く合む土層に変化 している。

5 備考

今回の調査結果では第2号土塁が本当に土塁であるかどうか断言できない。

第 4節 帯状テラス

第2号土塁に沿って、土塁項部から約2。 16m下位に、幅約3.2～ 2mの テラス状の平坦面が

観察された。調査は様々な制約のために トレンチ調査 によったのみであり、その性格は明

らかではない。テラスの トレンチ調査では土層は水平に堆積 してお り、かな り厚いものあ

ることがわかった。

平坦ではあるがやや中央がへこんで見えることや、堆積上の厚さなどを考慮すると空堀

状の遺構である可能性 もある。
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囲国第2号土塁

匿□第1号土塁

〃

〃

土層模式図

1黄褐色土 固 くしまる
2黒褐色土 茶色味があり固 くしまる
3黄茶褐色土と黒褐色土が混る。固くしまる
4黄茶褐色土 固 くしまる
Ⅲ a 黒色土
Ⅲb 黒褐色土
Ⅳ a 黄自褐色土 (赤茶褐色のスコリア粒子を含む)‐

9号セクション

部

ヽヽヽ
／
′
　
体

ｓＱし
難

‐、
「
　
溝

1

2

Ⅱ a

黄色砂礫土 礫 (6

黄茶褐色砂質土

黄茶褐色土

～ 7 cm)を 合む。
しまりがない

固 くしまる

1黄茶褐色土 腐植土が混る
2黄茶褐色土 砂質性があり、礫

(2 cm)を 含む

3黒褐色土に黄茶褐色土が斑点状
に混る。 しまりがあり丸礫 (1
cm)を 含む

4暗褐色土と黄茶褐色土が斑点状
に混る

5暗茶褐色土と黒褐色土がうすく
斑点状に混る

6黄色砂礫土 丸礫 (1～ 3 cm)含

む

0          2m

周

一

‐
‐

，

b 暗褐色土 (雑木類の腐食土)

黄色砂礫土

第19図  2号土塁
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第 6章

第 1節 旧石器時代の遺物

第V層 から旧石器時代の遺物が出土 した。遺構等の攪乱により、原位置は保っていない

ものと思われる。第 20図 1は黒曜石製の台形様石器、厚い剥片を横に用いる。両側面の

調整景J離の剥離角は 90度近い。 2は瑶瑞製の不定形な景1片石器。基部あた りにわずかな

調整争1離痕が観察 される。先端にマイクロコンタク トフラクチャーが認められる。 3はチ

ャー ト製の厚い剥片。剥片背部には右側縁からの平坦な調整余J離が認められる。 4は頁岩

製の剥片で、剥片背部側の基部及び左棋J縁に平坦な調整剥離が認められる。 5は石核であ

る。ほぼ直方体の隣接する二面を剥片剥離作業面にしている。

第 2節 弥生時代の遺物

1壺形土器

A類 (第 21図 1、 7)

いわゆるパ レスタイルの壺である。胎土は褐色を呈 し、やや もろい。全面が赤色に塗 ら

れている。器表は磨かれているが刷整形痕が残る。口縁部外面には棒状の粘土帯が張 りつ

けられ、櫛描平行文が頸部から胴部最大径 までの間に四段描かれ、その下位に山形の箆描

文が施文される。最下段は三角形の刺突文が施文される。

7は頸部下端部に断面三角形の隆帯がめ ぐる。器表はヘラミガキされ、赤色塗採 される。

1と 同様の器形になるのではなかろうか。

B類 (第 21図 2、  3、 6、 第 22図 33、 32、 35)

有段 口縁の細頸壺である。 2は赤色塗採 され、器表及び口縁内部は良 くヘラミガキされ

ている。肩部に櫛描平行文 と波状文が交互に施文されている。有段口縁下端部および胴部

上版部の文様の下部にはボタン状の突起が貼 り付けられる。櫛描文は櫛を動かすことによ

って施文されている。胎土の色調は赤褐色。 6は器表及び口縁内面はヘラミガキされ、赤

色塗採 される。有段公園下端部にボタン状の突起が貝占り付けられている。胎土の色調は赤

褐色。 2と 比較すると胴部の張 りが弱 く、やや長胴な器形 となる。 33は 口縁部のみであ

る。ややハケ整形痕がのこるが、ヘラミガキされ、赤色塗採 される。 35は有段口縁の壺
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に_______三7m

第20図 旧石器時代の石器

形土器の胴部 と思われる。器形的には胴部が張る 2の ようになるであろう。ヘラミガキさ

れ赤色塗採 される。

C類 (第 21図 5)

素口縁の壺 と思われる。内外面 とも箆磨 され、赤色塗採 される。箱清水系の壺であろう

か 。

D類 (第 22図 36)

朝顔状の有段口縁の壺である。胴部はほぼ球形であるが、幾分下反部で屈曲する。

E類 (第 21図 9)

小型壺で、日縁部を欠 くため全形を知ることはできない。丁寧にヘラミガキされ、赤色

塗採される。胎土の色調は赤褐色を呈す。

F類 (第 23図 37)

素口縁の壺形土器であろうか。

G類 (第 23図 46)

折 り返 し口縁の壺形土器。器表はヘラミガキされるが、細いハケ整形痕が残る。色調は

黄褐色。

H類 (第 21図 12か ら13)

ひさご壺である。 12はやや内湾する口縁部をもち、胴下反部がわずかに屈曲する。口

縁端部が内側に面取 りされる。胴部中位に焼成後の穿孔が認められる。口縁部は横方向、

ｍ
Ⅲ
ＩＩＩｌ
υ
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0          10cm

第22図 第 1号前方後方墳丘墓 遺物 (2)
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2号土坑

0        10cm

第23図 第 2号前方後方墳丘墓 (た だし46は 2号土坑)

胴部は縦方向のヘラミガキ痕が観察されるが、顕著ではない。胎土の色調は赤褐色を呈す:

13はやや内湾する長い口縁部をもつ。器表の荒れが著 しく、整形痕の観察は難 しい。

2 鉢 (第 21図 14, 15)

内湾する鉢形土器である。箆磨きされ、赤色塗採される。 14は小型である。ハケ整形

痕が残る。 15は胴下半部を欠 く。器表及び内面はヘラミガキされる。内湾する鉢形土器

の口縁部に部分的に赤色塗採される。

3 器台 (第 21図 18～第 22図 23、 32)

18は 口縁端部がつまむようにして持ち上げられt端部が面取 りされたような形状を呈

する。脚部には円形の空かしが三個認められる。器表はヘラミガキされ,赤色塗採される。

胎土の色調は赤褐色を呈する。 19は 18と 同様に口縁端部がつまむようにしてもちあげ

られ,端部が面取 りされる。脚部には円形の空かしが三個認められる。19は 18と比較す

ると寸詰まりな感 じをうける。胎土の色調は赤褐色を呈す。20は 口縁端部が面取 りされ、

やや頸部が大い。脚部には三単位の穿孔がある。 21は 口縁端部の引き出しが長い。 21
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は器台の受け口である。脚部を欠 く。日縁は特に面取 りすることはない。 22は受け田部

が大 きく開き、外反する段をつ くってたちあがる。器表はヘラミガキされ、赤色に塗採 さ

れる。 23は 受 田部が大 きく開き、強いヨコナデで端部が引きだされる。全面ヘラミガキ

され、赤色塗採 される。

4 高杯 (第 21図 11、 第 22図 24～ 30、 第 23図 41～ 45)

11は小型高杯の杯部であろう。全面ヘラミガキされ赤色塗採 される。 24は小型杯部

をもち、脚部が大 きく開 く高杯。器表全面はヘラミガキされ、赤色塗採 されている。脚部

中段の計六個の円形空か しが認められ、上方から見ると三角形に配置されている。胎土の

色調は赤褐色を呈す。 25は高杯の脚部 と思われる。杯部は 24の例のように小型の もの

だ と推測 される。脚部は大 きく開き、六イ回の円形空か しが認められる。ヘラミガキされ、

赤色塗採 される。胎土の色調は赤褐色を呈する。 26は脚部の短い小型高杯。杯部は内湾

して立ち上がる。ヘラミガキされ、赤色塗採 される。胎土の色調は赤褐色を呈す。 27は

筒状の脚部をもつ高杯である。脚部のみで全形を知 り得ない。胎土の色調は黄褐色を呈す

る。

28はやや大型の高杯で、杯部は脚部接合点から内湾気味にひらく。脚部は杯部 との接

合点か ら最初は外反気味に開き、その後やや内湾気味に開 く。杯部にわずかに稜 を形成す

る。器表はヘラミガキされるが、他の例のように赤色塗採はされない。胎土の色調は黄褐

色を呈 し、他の高杯 とは異なる。 29は有段の高杯である。杯部は脚部の接合点から横に

ややはりだ し、稜を形成 して立ちあがる。脚部は緩やかに内湾 しながら開 く。器表 はヘラ

ミガキされ、赤色塗採 される。胎土は赤褐色。 30は有段をもつ高杯で、器表はヘラミガ

キされ、赤色塗採 されている。杯部は脚部 との接合点から横に張 りだ し、稜をつ くって、

開 く。胎土の色調は赤褐色。 45は高杯の杯部、赤色塗採 される。

5 甕 (第 22図 34、 第 23図 38, 39,47)

A類 (第 23図 38, 39, 47)

箱清水式の甕である。 38は大型で、櫛描波状文が施文される。 39は頸部に簾状文が

め ぐり、波状文が施文される。 47は箱清水系の台付甕。口縁部が外反 し、屈折点をもっ

て胴部にいた り、胴部は肩をもつ。口縁部及び胴部には櫛描波状文が施文される。櫛描波

状文の下にはハケ整形痕がのこり、脚部にも認める。

B類 (第 21図 10)

受け口状の口縁 をもつ甕である。ハケ整形され、ヘラミガキされ、赤色塗採 される。赤

色塗採は日縁部の内面に及ぶ。ハケ整形痕がわずかに残る。胴上半部に刺突文が施文され

-31-



る。刺突工具は鋭いヘラと思われる。

C類 (第 22図 34)

「コ」の字状の口縁をもつ甕形土器である。口縁端部内側及び端部に日の細かいハケ整

形が行われ、端部の面取 りがなされている。器表はヘラミガキされている。胴部内面はヘ

ラケズ リの痕跡が認められる。

-32-



PLl

第 1号墳検出状況・北側

より

第 1号墳周溝部分 0北側

より

第 1号墳 2号墳周溝切

り合い部分・南狽1よ り
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PL2

第 1号墳全景 0北側 より

(南西側は周溝は林の中)

第 1号墳南西側周溝内遺物

検出状況 0南東側 より
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PL3

第 1号土坑、 2号土坑

調査状況 0西西南側 より

第 1号土坑

第 2号土坑内

遺物検出状況
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PL4

第 2号土坑

第 2号墳 検出状況全景
0北北西側 より

第 2号墳 全景
0北北西側 より
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PL5

1号土塁と調査区全景

・西槙1よ り

4号セクシ ョン 0東東北側 より

(1号土塁 )

1号土塁、 2号土塁 と調

査区全景 0東北側 より
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